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　近年、大きな地震や勢力の強い台風などで多くの尊
い生命や財産が奪われることが、日本各地で起こり、地
域防災の要である消防団の必要性がこれまで以上に高
まっています。

　しかしながら、全国的にも消防団員数は減少を続け
ており、むつ市でも団員の確保に大変苦慮しています。

　今回は、地域にとって安全・安心の中核的存在であ
る消防団について紹介します。

消防団員とは
　消防団員とは、「自らの地域は自らで守る」という郷土愛護の精神に基づ
いて、本業の仕事を持ちながら、地域に密着して、住民の安全と安心を
守るという重要な役割を担う非常勤の地方公務員です。

広報むつ
２０１５．５．２５

　 消防団

消防団員の処遇
・年間一定の金額が報酬として支給され、災害や訓練などに
出動した場合は、出動手当等が支給されます。

・消防活動に必要な活動服等が支給されます。
・功労、功績に対する表彰制度があります。
・消防団活動により死亡、負傷又は病気になった場合は、公
務災害補償制度があります。

・一定期間活動すると、退団したときに退職報償金が支給さ
れます。
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６
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２
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催
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付
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。
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。
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